
スリープセレクト

西村秀之社長
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

にしむら・ひでゆき 年生まれ。早稲田実業高、

早稲田大卒。 年第一勧業（現みずほ）銀行入行。国

際資金為替部、米みずほ証券などを経て 年シーリ

ージャパン社長。 年スリープセレクトに社名変更。

寝
具
で
体
と
心
ほ
ぐ
す

米
国
発
祥
の
ベ
ッ
ド
・
マ
ッ
ト
レ
ス
の

ブ
ラ
ン
ド
「
Ｓ
ｅ
ａ
ｌ
ｙ
」
の
「
デ
ィ
ズ

ニ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
バ
イ
シ
ー
リ
ー
」

が
昨
年
末
、
発
売
さ
れ
た
。
初
期
の
ク
ラ

シ
カ
ル
な
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
を
デ
ザ
イ
ン

に
あ
し
ら
っ
た
新
商
品
だ
。
日
本
で
製
造
、

販
売
す
る
「
ス
リ
ー
プ
セ
レ
ク
ト
」
（
東

京
都
港
区
）
の
西
村
秀
之
社
長
は
「
上
質

な
寝
具
で
夢
の
あ
る
眠
り
を
お
届
け
し
た

い
」
と
語
る
。

【
聞
き
手
・
明
珍
美
紀
、
写
真
も
】

｜
｜
米
国
で
シ
ー
リ
ー
が
誕
生

し
て
１
４
０
年
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ

リ
ー
ズ
は
初
め
て
だ
そ
う
で
す

ね
。◆

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を

締
結
し
た
、
日
本
独
自
の
企
画
で

す
。
マ
ッ
ト
レ
ス
の
カ
バ
ー
に
ミ

ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
イ
ラ
ス
ト
が
描

か
れ
た
商
品
で
、
枕
や
布
団
の
カ

バ
ー
な
ど
寝
装
品
も
出
す
予
定
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

家
に
い
る
時
間
が
長
く
な
り
、「
就

寝
の
時
間
を
楽
し
く
」
と
の
思
い

を
込
め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
導
入

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

｜
｜
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
。

◆

代
か
ら

代
の
主
に
女
性

で
す
ね
。
多
忙
な
一
日
が
終
わ
っ

て
ベ
ッ
ド
に
入
る
と
き
、
親
し
み

の
あ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
疲
れ
た
体

や
心
を
ほ
ぐ
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
は
、
と
考
え
ま
し
た
。

｜
｜
シ
ー
リ
ー
の
特
徴
は
。

◆
マ
ッ
ト
レ
ス
で
い
え
ば
コ
イ

ル
は
シ
ー
リ
ー
独
自
の
仕
様
で
ど

ん
な
体
重
の
方
が
乗
っ
て
も
自
動

的
に
硬
さ
が
調
節
さ
れ
ま
す
。
体

の
形
状
を
最
適
に
維
持
で
き
る
よ

う
な
形
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。
マ

ッ
ト
そ
の
も
の
は
多
層
構
造
。
身

体
の
凹
凸
に
応
じ
た
フ
ィ
ッ
ト
感

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

｜
｜
環
境
へ
の
配
慮
は
。

◆
こ
れ
も
日
本
独
自
の
取
り
組

み
で
マ
ッ
ト
レ
ス
を
廃
棄
す
る
場

合
、
コ
イ
ル
と
ウ
レ
タ
ン
が
簡
単

に
分
離
で
き
る
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル

し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

｜
｜
ご
自
身
が
「
シ
ー
リ
ー
」

と
出
合
っ
た
の
は
。

◆
こ
の
会
社
は
ミ
シ
ン
販
売
会

社
と
し
て
祖
父
が
創
業
し
、
そ
の

後
、
１
９
６
３
年
に
ベ
ッ
ド
製
造

・
販
売
を
開
始
。
米
国
の
シ
ー
リ

ー
と

年
に
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を

結
ん
だ
の
で
ブ
ラ
ン
ド
自
体
は
知

っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
自
身
が
本

場
米
国
で
シ
ー
リ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
実
感
し
た
の
は
、
前
職
の
銀

行
員
時
代
、
転
勤
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
シ
カ
ゴ
に
計
７
年
、
住
ん
で

い
た
と
き
。
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
で

製
品
の
信
頼
感
が
あ
り
ま
し
た
。

｜
｜
社
長
就
任
後
、
実
践
し
た

こ
と
は
。

◆
国
内
の
認
知
度
を
高
め
る
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
と
営
業
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
マ
ッ
ト
の
寝
心
地

を
調
べ
る
携
帯
型
の
体
圧
分
散
測

定
器
を
開
発
し
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

で
は
客
観
的
デ
ー
タ
を
お
見
せ
し

な
が
ら
そ
の
方
に
合
っ
た
商
品
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
お
客
さ
ま
か

ら
の
声
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

｜
｜
今
後
の
目
標
は
。

◆
現
在
は
家
庭
用
が
大
半
で
一

部
ホ
テ
ル
業
務
用
で
す
が
、
百
貨

店
な
ど
へ
の
出
店
を
広
げ
て
い
き

た
い
。
睡
眠
は
健
康
と
密
接
な
関

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
上
質
な
寝
具

を
開
発
し
、
現
代
人
の
生
活
の
質

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
、
私
の
使

命
で
も
あ
り
ま
す
。
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雄山閣

雄
山
閣
を
創
業
し
た
長
坂
金

雄（
１
８
８
５
〜
１
９
７
３
年
）

は
、
立
志
伝
で
語
ら
れ
る
。

山
梨
県
の
農
家
に
生
ま
れ
、

幼
い
時
は
寺
に
出
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
。

歳
で
上
京
し
た
。

最
初
は
高
利
貸
し
の
書
生
を
し

て
い
た
。
道
が
開
い
た
き
っ
か

け
は「
名
士
録
」を
手
が
け
る
、

あ
る
出
版
社
の
外
交
員
に
な
っ

た
こ
と
だ
っ
た
。
高
橋
是
清
や

渋
沢
栄
一
と
い
っ
た
当
時
の
大

人
物
に
「
飛
び
込
み
営
業
」
を

重
ね
た
経
験
で
、
事
業
の
カ
ン

を
つ
か
ん
だ
。

雄
山
閣
の
起
源
は
、
先
輩
の

編
集
者
か
ら
来
た
「
国
史
の
通

信
講
座
に
出
資
し
な
い
か
」
と

い
う
誘
い
だ
っ
た
。
紆
余
曲
折

を
経
て

年
、東
京
帝
大
の「
国

史
」
の
講
習
録
を
発
刊
す
る
出

版
社
を
創
業
。

年
に
商
号
を

「
雄
山
閣
」
に
改
め
た
。
現
在

の
講
談
社
が
、
最
初
は
文
字
通

り
「
講
談
」
を
書
物

に
す
る
こ
と
を
社
業

に
し
て
い
た
よ
う

に
、
創
業
の
セ
オ
リ

ー
と
し
て
は
一
般
的

だ
っ
た
。

「
先
生
た
ち
の
難

し
い
話
が
売
れ
る
の

か
」
と
い
う
懸
念
も

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

当
時
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

時
代
で
、
「
歴
史
」
を
コ
ン
テ

ン
ツ
に
し
た
雄
山
閣
の
「
講
座
」

や
「
全
集
」
は
、
学
問
を
追
い

求
め
る
イ
ン
テ
リ
を
中
心
に
浸

透
、会
社
は
急
成
長
を
遂
げ
る
。

年
に
は
、
当
時
は
ま
だ
珍
し

か
っ
た
自
社
ビ
ル
を
飯
田
町

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
建
て

た
。
「
学
術
書
の
世
界
で
成
功

し
た
の
は
、
知
識
人
と
の
交
流

の
中
で
学
ん
だ
も
の
が
多
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
」
（
宮
田

哲
男
社
長
）

象
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。
歴
史
学
の
大
衆
化
が
進
ん

だ
昭
和
初
期
に
創
刊
し
た
雑
誌

「
歴
史
公
論
」
。
満
州
事
変
以

降
の
軍
国
主
義
の
高
ま
り
の
中

で
「
皇
国
史
観
」
を
あ
お
れ
ば

も
っ
と
売
れ
る
、
と
い
っ
た
考

え
を
長
坂
は
と
ら
な
か
っ
た
。

年
、
戦
前
は
「
逆
賊
」
と
さ

れ
て
い
た
足
利
尊
氏
を
賛
美
し

た
と
し
て
、
当
時
の
商
工
相
が

国
会
で
右
派
議
員
か
ら
攻
撃
さ

れ
る
事
件
が
起
き
た
。
長
坂
は

翌
月
の
号
を
「
足
利
尊
氏
」
特

集
と
し
、
尊
氏
の
人
物
像
を
実

証
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。

時
流
を
考
え
れ
ば
、
勇
気
の

要
る
判
断
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
が
長
坂
の
基
本
姿
勢

だ
っ
た
。

【
三
枝
泰
一
】

知識人との交流で急成長

昭和初期に完成した自社ビルと

社員たち‖雄山閣提供

■
Ｃ
Ｏ

削
減
の
省
エ
ネ
住
宅

企
業
な
ど
が
削
減
し
た
温
室

効
果
ガ
ス
を
国
が
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
（
排
出
枠
）
」
と
し
て
認
証

す
る「
Ｊ
｜
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」

で
、大
東
建
託
（
東
京
都
港
区
）

は
、
同
社
が
販
売
す
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
住
宅
（
４
５
９
棟
３
３

１
６
戸
）
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ

）
排
出
削
減
量
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

承
認
・
登
録
さ
れ
た
と
発
表
し

た
。
年
間
約
１
３
２
６
㌧
分
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
を
見
込
ん
で

お
り
、
同
社
の
事
業
活
動
で
排

出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ

の
オ
フ
セ
ッ

ト
（
相
殺
）
に
利
用
す
る
。

同
制
度
に
は
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
・
吸
収
に
資
す
る

技
術
ご
と
に
、
適
用
範
囲
や
排

出
削
減
量
の
算
定
方
法
な
ど
を

規
定
し
た
方
法
論
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
同
社
は
こ
の
う
ち
、

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
新
築

ま
た
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
へ

の
改
修
」
に
関
す
る
方
法
論
を

初
活
用
し
た
と
い
う
。

■

人
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て

資
生
堂
（
東
京
都
港
区
）
は

創
立
１
５
０
周
年
を
今
年
迎
え

る
こ
と
を
記
念
し
、

日
か
ら

新
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ「
美
し
さ
と
は
、

人
の
し
あ
わ
せ
を
願
う
こ
と
。」

を
放
映
し
て
い
る
。
「
美
の
力

を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま
一
人
ひ

と
り
の
生
涯
に
わ
た
る
し
あ
わ

せ
に
貢
献
す
る
企
業
で
あ
り
続

け
た
い
」
と
の
創
業
以
来
の
思

い
を
込
め
た
と
い
う
。

俳
優
８
人
（
安
藤
サ
ク
ラ
さ

ん
‖
写
真
、
池
田
エ
ラ
イ
ザ
さ

ん
、
石
田
ゆ
り
子
さ
ん
、
小
松

菜
奈
さ
ん
、
近
藤
華
さ
ん
、
長

沢
ま
さ
み
さ
ん
、
広
瀬
す
ず
さ

ん
、
前
田
美
波
里
さ
ん
）
が
出

演
。創
業
時
の
風
景
か
ら
現
代
、

そ
し
て
未
来
に
至
る
ま
で
「
映

像
で
時
を
超
え
た
美
し
さ
を
表

現
し
た
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

■
最
上
階
の
極
上
ス
テ
イ

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
東
京

都
台
東
区
）
は
、
最
上
階

階

の
「
ト
ッ
プ
バ
ー
ア
イ
ス
ハ
ウ

ス
」
‖
写
真
は
夜
景
な
ど
‖
を

専
用
ラ
ウ
ン
ジ
と
し
て
使
用
で

き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
テ
イ
プ
ラ

ン
を
提
供
し
て
い
る
。
午
後
３

時
〜
５
時
半
の
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
、
同
５
時
半
〜
８
時
の
デ
ィ

ナ
ー
タ
イ
ム
に
追
加
料
金
な
し

で
飲
食
で
き
る
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
浅
草

寺
を
望
む

〜

階
の
客
室
を

用
意
し
、
１
人
１
泊
２
万
４
２

０
円
か
ら
（

日
現
在
、
税
・

サ
ー
ビ
ス
料
込
み
、
料
金
変
動

あ
り
）
。
優
先
的
に
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
を
受
け
付
け
、
駐
車
料
金

無
料
。
５
階
の
プ
ー
ル
も
利
用

で
き
、
「
極
上
の
夜
景
と
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
サ
ー
ビ
ス
で
特
別

な
時
間
を
」と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

■

周
年
の
記
念
モ
デ
ル
発
表

ハ
イ
ア
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
セ
ー

ル
ス
（
大
阪
市
）
は
設
立

周

年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
東
京
都

内
で
開
き
、
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

モ
デ
ル
の
発
売
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
発
表
し
た
。
成
人
式
を
今
春

迎
え
た
タ
レ
ン
ト
、
山
之
内
す

ず
さ
ん
‖
写
真
右
‖
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
乾
修
明
副
社
長
‖
同

左
‖
が
同
社
製
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
新
米
広
報
担
当
」
の
名
刺
を

手
渡
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
は
振
り
袖

姿
の
山
之
内
さ
ん
と
、
俳
優
の

杉
浦
太
陽
さ
ん
、
タ
レ
ン
ト
の

辻
希
美
さ
ん
夫
妻
が
登
場
。
辻

さ
ん
は
「
す
て
き
な
ア
イ
テ
ム

が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

を
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

■
片
手
で
準
備
簡
単
の
炭
酸
水

ソ
ー
ダ
ス
ト
リ
ー
ム
（
東
京

都
港
区
）
は
約
３
年
ぶ
り
と
な

る
最
新
モ
デ
ル
の
炭
酸
水
メ
ー

カ
ー「
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ（
テ
ラ
）
」

‖
写
真
‖
を
２
月
１
日
、
公
式

サ
イ
ト
で
新
発
売
す
る
。
店
頭

販
売
は
同

日
か
ら
。

ガ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
交
換
時
、

手
間
が
か
か
る
従
来

の
ね
じ
込
み
式
で
は

な
く

片
手
で
瞬
時

に
セ
ッ
ト
で
き
る
新

技
術
｢
シ
リ
ン
ダ
ー

ク
イ
ッ
ク
コ
ネ
ク

ト
｣
を
採
用

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
質
感
の
デ
ザ
イ
ン
に
一
新

し

カ
ラ
ー
は
ホ
ワ
イ
ト

ブ
ラ

ッ
ク

レ
ッ
ド
の
３
色

製
品
保

証
期
間
は
通
常
２
年
だ
が

こ

の
製
品
を
購
入
し
公
式
サ
イ
ト

に
会
員
登
録
す
れ
ば
２
年
延
長

し
て
炭
酸
水
メ
ー
カ
ー
と
し
て

最
長
の
４
年
に
な
る
と
い
う

１
万
５
４
０
０
円
(
税
込
み
)

イノシシ１頭 自分で解体

千葉県いすみ市の古民家に移住し

た村田陽二さん（右）、村井雅子

さん夫妻。後方に見える縁側は村

田さんが自作した‖村田さん提供
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Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

を
経
営
す
る
村
田
陽
二
さ
ん
(

)

は
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
「
才

能
」
が
自
分
の
な
か
に
眠
っ
て
い

た
こ
と
を
発
見
し
た
。
太
平
洋
に

面
し
た
千
葉
県
い
す
み
市
の
古
民

家
に
２
０
２
１
年
２
月
、
妻
の
村

井
雅
子
さ
ん
(

)
と
引
っ
越
し
て

か
ら
の
こ
と
だ
。
「
こ
ん
な
に
ア

ウ
ト
ド
ア
向
き
だ
っ
た
な
ん
て
」
。

新
鮮
な
驚
き
だ
っ
た
。

新
し
い
住
ま
い
の
バ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
、
土
間
と
小
上
が
り
、
縁
側

は
、
す
べ
て
「
日
曜
大
工
」
で
こ

し
ら
え
た
。
イ
ノ
シ
シ
を
ま
る
ま

る
１
頭
、
近
所
の
人
か
ら
分
け
て

も
ら
う
と
、
そ
れ
も
自
分
で
さ
ば

い
た
。

北
海
道
帯
広
市
で
育
ち
、
大
学

を
卒
業
す
る
と
東
京
で
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
役
員
を
経
験
し
た
。
東
京
都
江
東
区
の
マ

ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
た

年
１
月
に
起
業
。

品
川
区
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

年

春
、
在
宅
勤
務
に
突
入
し
た
。
「
い
つ
か
は
田

舎
暮
ら
し
を
」
と
夫
婦
で
話
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
移
住
先
を
探
し
始
め
た
。
条
件
は
「
何

か
あ
っ
た
時
に
２
時
間
で
東
京
に
行
け
る
場

所
」
だ
っ
た
。
千
葉
県
の
海
沿
い
の
物
件
を
見

て
回
る
う
ち
、
少
し
前
ま
で
別
荘
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
古
民
家
を
見
つ
け
た
。
土
地
は
約
４

０
０
坪
。
建
物
の
状
態
も
い
い
。
「
資
産
価
値

が
高
い
」
と
考
え
、
購
入
を
即
決
し
た
。

実
際
に
東
京
を
出
て
分
か
っ
た
の
は
「
欠
点

よ
り
利
点
の
ほ
う
が
大
き
い
」
こ
と
だ
っ
た
。

ウ
ェ
ブ
会
議
の
際
、
家
の
造
り
が
パ
ソ
コ
ン
画

面
に
映
り
込
む
と
、取
引
先
の
年
配
者
か
ら
「
田

舎
暮
ら
し
か
。
い
い
ね
」
と
声
が
上
が
り
、
商

談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
こ
と
も
あ
る
。

９
人
い
る
社
員
は
全
員
、
在
宅
勤
務
。
だ
か

ら
通
勤
費
、
事
務
所
費
は
か
か
ら
な
い
。
「
居

住
地
も
問
わ
な
い
の
で
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
好

き
な
社
員
は
山
に
こ
も
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
方
が
で

き
ま
す
」

社
員
を
自
宅
に
招
く
こ
と
も
あ
る
。
「
都
会

生
活
に
不
満
を
持
つ
社
員
に
移
住
を
勧
め
た
り

し
ま
す
」
。
環
境
を
変
え
て
こ
そ
、
ビ
ジ
ネ
ス

で
も
新
し
い
発
想
が
で
き
る
と
感
じ
て
い
る
。

【
今
村
茜
】
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